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セネガルにおけるフランス語教育
―多数の現地語と公用語の共存を目指して―

大　平　亜花莉

序論
現在フランス語を公用語としている国は 28か国あり、そのうち 20か国が
サハラ以南のアフリカに位置している 1）。これらの国は旧フランス植民地で
あり、教育や行政においてフランス語を使用している。さらにアフリカ諸国
では多くの現地語（langues locales）が話されており、アフリカのフランス
語公用語国は多様な言語状況にある。西アフリカに位置するセネガルもその
一つである。セネガルはフランス語を唯一の公用語としており、加えて 25
の現地語を「国語」としている 2）。本稿では、現在のセネガルの言語状況を
確認し、教育への「国語」の導入に焦点を当て、セネガルにおけるフランス
語教育の現状を明らかにすることを試みる。

1．セネガルの言語状況
1．1．セネガルの歴史
現在のセネガルが位置する地域にはかつていくつもの王国が存在してお
り、奴隷制が行われていた。それに目を付けたヨーロッパ諸国がアフリカに
進出していく。まず 15世紀半ばにポルトガル人がセネガルに到来し、金や
奴隷の交易を始めた。この交易はオランダ、イギリス、そしてフランスに取っ
て代わられ、17世紀半ば以降フランスが交易の主導権を握った。フランス
はサンルイ（Saint-Louis）とゴレ島（ Île de Gorée）を交易の拠点とし、そこ
からフランスの植民地行政府による支配が始まっていった 3）。

1830年に成立した七月王政のもとで、サンルイとゴレ島の奴隷以外のす
べての住民にフランス市民権が与えられた。その後第二共和政のもとで奴隷
制が廃止されると、奴隷が解放され「フランス市民」の数が増加していく。
1872年以降、サンルイとゴレ島を含む 4都市が「コミューン（commune）」
として認められ、そこで生まれるすべての者がフランス市民権を享受するこ



108

とになった 4）。フランスは 1886年、植民地化に最後まで抵抗していたセネ
ガル沿岸部の有力国であったカジョール王国の王を殺害し、王国を崩壊させ
た。その後、1890年からフランスはセネガル南部のカザマンス地域の「平定」
にも進出していく。1895年、西アフリカ全土に及ぶフランス植民地は「フ
ランス領西アフリカ（AOF : Afrique Occidentale Française）」として確立され、
こうしてフランスによる植民地化が完了した 5）。
先に述べたように 1872年以降 4つの「コミューン」の住民にはフランス

市民権が与えられたが、それ以外の農村部の住民には市民権が与えられな
かった。こうして植民地支配下のセネガルでは、同じアフリカ人が 2つに分
けられるという「二重構造」が存在した。1945年にはすべての植民地住民
に選挙権が与えられたが、4つの「コミューン」以外の住民に与えられた権
利はフランス本国と同等のものではなかった。こうした都市部と農村部の違
いは教育や行政においても見られ、独立後にも引き継がれていく。そして
1960年 4月 4日 6）、セネガルはフランス領スーダン（現在のマリ）ととも
に「マリ連邦」としてフランスから独立を果たす。その後 8月 20日にはマ
リ連邦を脱退し、セネガル共和国（République du Sénégal）になった 7）。

1．2．言語政策の変遷
1960年の独立時に、憲法によってセネガルの公用語はフランス語である
と規定された。1971年には、当時セネガルで認知されていた 23の現地語の
うち主要な 6言語（ウォロフ語、プラール語、セレール語、マンディンカ語、
ジョーラ語、ソニンケ語）が「国語」として認められ、それらの表記法が定
められた。同年、それらの「国語」によって成人識字を行うための「識字局
（Direction de l’Alphabétisation）」が設置された 8）。「国語」に関する大きな動
きがあったのは、1976年のことである。サンゴール大統領（Léopold Sédar 
Senghor, 1906-2001）は「国際フランス語評議会 9）」の開会演説において、「小
学校教育への国語の導入は、間違いなく、読み書きなどの基本的技能の習得
を容易にし、さらには最初の外国語であるフランス語の教育を容易にす
る 10）」と述べ、教育、行政への「国語」導入の原則を宣言した。これを受
けて、教育への「国語」の導入が実験的に行われていく。

1981年に開催された「教育国民会議」でも教育への「国語」の導入が問
題となり、その後、諸「国語」間の位置づけが提案された。具体的には、ウォ
ロフ語に「国民統一語（langue d’unification nationale）」の地位を与えること
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が提案された。翌年には教育への「国語」導入の具体的な計画が発表された
が、この計画が実行に移されることはなかった 11）。「国語」の問題とともに
成人識字に関する問題が意識され始め、1990年代には国際機関の援助を受
けて、識字支援のためのプロジェクトが次々と展開された。

2001年の新憲法では「国語」について新たな文言が加えられ、「セネガル
共和国の公用語はフランス語である。ジョーラ語、マンディンカ語、プラー
ル語、セレール語、ソニンケ語、ウォロフ語、そして今後書記体系を与えら
れるすべての言語を国語とする 12）」と定められた。

1．3．各言語の使用状況
Ethnologue（2022）によると、セネガルでは現在 31の現地語が話されて
いる 13）。現地語には「国語」として認められている言語があり、1971年の
時点では「国語」は 6言語であったが、2001年には「今後書記体系を与え
られるすべての言語」が「国語」として認められることになった。現在まで
に 25の言語が「国語」として正式に認められており、そのうち 22の言語が
すでに成文化されている 14）。
公用語であるフランス語は、行政や教育などで使用されている。セネガル
の総人口は 15,256,346人（2017年）15）であるが、フランス語話者は 4,210,000
人である。そのうち第一言語話者が 100,000人、第二言語話者が 4,110,000
人であり、フランス語話者のほとんどが第二言語としてフランス語を使用し
ている。総人口におけるフランス語話者の割合は、約 28％である。
ウォロフ語については、セネガルにおける話者数は 12,208,000人で、その

うち第一言語話者が 5,868,000人、第二言語話者が 6,340,000人である。総人
口に占めるウォロフ語話者の割合は約 80％にのぼる。ウォロフ語はもとも
とウォロフ民族の言葉であるが、今ではその他の民族も第一言語としてウォ
ロフ語を使用している。こうした現象は「ウォロフ化（wolofisation）」と呼
ばれている。
ウォロフ語以外の国語の話者数は、多い順に、プラール語 4,150,000人、
セレール語 1,660,000人、マンディンカ語 1,630,000人、ソニンケ語とジョー
ラ語がどちらも 340,000人である 16）。主要な言語の話者数だけを見ても、セ
ネガル人は二言語またはそれ以上の言語を使用していることが分かる。
続いて各言語の識字率を確認する。まず、言語に関わらず少なくとも一つ
の言語で読み書きができる 10歳以上の人の割合は 45.4％である。最も識字
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率が高いのはフランス語（37.2％）、次いでアラビア語（11.1％）、そしてウォ
ロフ語（2.0％）である。ウォロフ語以外の国語の識字率はどれも 1％に満た
ない 17）。ウォロフ語は国民のほとんどが理解できる事実上の共通語となっ
ているが、その識字率は極めて低いことから、ウォロフ語は主に口頭言語と
して使われていると考えられる。

2．教育における言語状況
2．1．教育制度と就学状況
セネガルの言語状況を踏まえて、本章では言語と教育の問題について述べ
る。初めにセネガルの教育制度と就学状況を確認する。セネガルの教育制度
は、正規教育（éducation formelle）と非正規教育（éducation non formelle）に
分けられる。正規教育には、就学前教育、初等教育、前期中等教育、後期中
等教育、技術教育・職業訓練、高等教育が含まれる。一方、非正規教育には、
識字教育、基礎コミュニティ学校（ECB : écoles communautaires de base）、ア
ラビア語教育などが含まれる。基礎コミュニティ学校は、学校に通っていな
いか早期に退学した 9歳から 14歳の子どもを対象とし、国語とフランス語
による基礎的な教育を提供している 18）。
正規教育のうち、初等教育について詳しく確認する。初等教育は、CI (cours 

d’initiation) / CP (cours préparatoire) 、CE1 / CE2 (cours élémentaire première / 
deuxième année)、CM1 / CM2 (cours moyen première / deuxième année)の 6年間
で、それぞれ小学校 1・2年生、3・4年生、5・6年生にあたる。初等教育修
了資格（CFEE : Certificat de fin d’études élémentaires）によって初等教育を修
了したことが証明される。
続いて就学状況を確認する。2019年の就学率は、就学前教育 17.6％、初

等教育 84.9％、前期中等教育 49.8％であった。初等教育における進級率は
85.71％、留年率は 3.68％、中退率は 10.61％である（2017年）。また、CFEE
の合格率は 55.51％であった（2018年）19）。中等教育への進学率は 73.9％で、
初等教育を修了した生徒の 3割近くが中等教育に進学していない 20）。以上
のことから、初等教育を修了し前期中等教育へ進学することや、学習を継続
することがセネガルの子どもたちにとって課題であると言える。

2．2．アラブ・イスラム教育
非正規教育の一つであるアラブ・イスラム教育は、主に「ダーラ（daara）」
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と呼ばれるコーラン学校（écoles coraniques）や、フランコ・アラブ学校（écoles 
franco-arabes）で行われる。ダーラには様々な形態があるが、コーランの暗
記が一番の目的である。一方、フランコ・アラブ学校は、宗教教育に加えて
公立の小学校と同じように 6年間の教育を提供し、授業はフランス語とアラ
ビア語で行われる 21）。
セネガルではダーラなどの宗教学校で教育を受ける子どもたちは就学して
いるとみなされず、就学率に反映されてこなかった。しかし近年ではアラブ・
イスラム教育の正規教育への統合が進んでいる。2011年には「ダーラ近代
化支援プロジェクト（PAMOD : Projet d’appui à la modernisation des daaras）」
が開始され、「現代のダーラ（daara moderne）」という新しい形態のダーラが
導入された。現代のダーラは 5歳以上を対象とし、教育期間は 8年間である。
初めは現地語で教育を行うが、4年目以降は現地語に加えてフランス語とア
ラビア語が教育の言語となる。コーランの暗記や宗教教育に加えて基本的な
教育が行われるため、現代のダーラに通う子どもたちも教育を受けていると
みなされるようになった 22）。

2．3．フランス語教育の歴史
アフリカで最初にフランス語の授業が行われたのは、植民地時代のセネガ
ルのサンルイにおいてであった 23）。フランスから派遣されたジャン・ダー
ル（Jean Dard, 1789-1833）は、1817年から 1820年までサンルイ相互学校（école 
mutuelle de Saint-Louis）24）でフランス語教師を務めた。ダールは当初フラン
ス語による直接教授を試みたが、なかなか成果が上がらなかった。その理由
は多くの生徒が内容をよく理解せずにフランス語を読んでいたことだと知る
と、ダールはセネガルで広く話されていたウォロフ語を用いてフランス語を
教えることを試みた。しかし、ウォロフ語はまだ文字化されていなかったた
め、ダールはウォロフ語のアルファベットによる表記法を考案し、辞書と文
法書を編纂した。
ダールはウォロフ語の単語をフランス語に翻訳しながら学ぶという方法を
考案した。まず初級クラスでウォロフ語の単語の書き方を学び、上級クラス
では、習得したウォロフ語の単語に対応するフランス語を学ぶ。ウォロフ語
を媒介言語として用いることで効率的にフランス語を学ぶことができるよう
になった。ダールは大きな成果を上げたが、健康上の理由からフランスに帰
国することになる。ダールの教育法は教師が現地語について十分な知識を持
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つことを前提としており、誰にでもできるものではなかったため、ダールの
後任は成果を上げることができなかった。そしてダールが始めたウォロフ語
を用いた教育法は 1829年に終了し、それ以降再びフランス語のみを用いた
教育が続いていく 25）。

3．バイリンガル教育の推進
3．1．教育への現地語の導入
独立後もフランス語のみを用いた教育が引き継がれたが、現地語を用いた
教育の必要性が意識され始め、様々な教育改革において現地語の導入が考慮
されていく。Diouf（2019）によると、セネガルにおける教育への現地語の導
入は大きく三段階に分けられる。第一段階では、1977年から 1984年にかけ
てテレビクラス（classes télévisuelles）と非テレビクラス（classes non 
télévisuelles）による実験が行われた。これは正規教育で国語を用いた最初の
実験であり、国営テレビの Radiotélévision Sénégalaise（RTS）によるテレビ放
送に基づいて国語を教えるというものであった。非テレビクラスは、ウォロ
フ語 3クラス、プラール語 2クラス、セレール語 1クラス、ジョーラ語 1ク
ラスが開設された。テレビクラスは、ウォロフ語 10クラスが開設された 26）。
第二段階は、2002年から 2008年に実施された、「テスト施行（Mise à 

l’Essai）」と呼ばれる実験である。6国語を対象として全国の 155のクラスで
実施された。この実験では CI（1年生）の 10月から 1月までは国語のみを
使用し 27）、2月からは口頭でのフランス語の使用が始まる。CP（2年生）に
なるとフランス語の読み書きの学習が始まり、算数の授業でもフランス語を
使用する。このようにMise à l’Essaiは、初めは国語のみを用いて、段階的に
フランス語とのバイリンガル教育に移行するという実験であった。
第三段階には複数のプロジェクトが含まれており、非政府組織や市民団体
によるものが中心である。ここでは 4つのプロジェクトについて説明する。
1つ目は、「開発のための研究と教育団体（ARED：Associates in Research and 
Education for Development）」によるバイリンガルプログラムである。ARED
はアフリカ言語での質の高い教育を推進するための活動を行っている非政府
組織である。このプログラムは初等教育の最初の 4学年を対象とした、プラー
ル語またはウォロフ語とフランス語のバイリンガルプログラムである。この
実験は 2014年から 2015年にかけて行われ、10000人以上の生徒が実験に参
加した。AREDによるバイリンガルアプローチは、「同時バイリンガリズム
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（bilinguisme à temps réel）」と呼ばれている。これは CI（1年生）からフラ
ンス語を導入し、読み書きやその他の科目を国語とフランス語で同時に教え
ることに由来している。例えば 1時間の授業の中で、前半は国語を用いて学
び、後半はフランス語を使って復習・強化するという教育方法である。

2つ目は、「サーフィ語推進協会（ADLAS : Association pour le Développement 
de la Langue Saafi）」による、セレール語方言のサーフィ語とフランス語のバ
イリンガルプログラムである。このプログラムはMise à l’Essaiの基本計画を
用いて、2010年から 2014年にかけて 10クラスで行われた。 

3つ目は、「多言語教育（EMiLe : Education Multilinque）」による、セレー
ル語とフランス語のバイリンガルプログラムである。このプログラムは
2013年から開始され、12クラスが開設された。CI（1年生）では基本的に
セレール語を用いて教育が行われ、言語の使用割合はセレール語が 90%に
対してフランス語が 10%である。CP（2年生）ではセレール語 70%：フラ
ンス語 30%、CE1と CE2（3・4年生）ではセレール語 50％：フランス語
50％、そして CM1と CM2（5・6年生）ではセレール語 40%：フランス語
60%となる。このように EMiLeのプログラムは、初めは主にセレール語を
用いて教育を行い、学年が上がるにつれてフランス語の割合を増やしていく
というものであった 28）。

4つ目は「アフリカの学校と国語（ELAN-Afrique : Ecole et Langues Nationales 
en Afrique）」という、フランコフォニー国際機関（OIF）の支援のもとで 2011
年に開始されたプロジェクトである。これはサハラ以南アフリカのフランス語
圏で初等教育におけるバイリンガル教育を発展させていくためのプロジェクト
で、生徒の母語を基盤としつつ、フランス語での基礎学習を向上させることを
目標としている。現在ではセネガルを含むアフリカの 12か国が ELAN-Afrique
に参加している 29）。

3．2．バイリンガル教育の効果
このような様々なバイリンガルプログラムを通して、初等教育において国
語を使用することの利点が確認された。ここでは AREDの「同時バイリン
ガリズム」によるバイリンガルプログラムに着目し、バイリンガル教育の効
果について検討する。

AREDのプログラムの目標は、バイリンガル教育を受けた生徒がフランス
語のみによる教育を受けた生徒よりも優れた学習成果を示すことであり、実
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際に目標としていた結果が得られた。学習成果の評価方法として 3種類の
データが用いられた。1つ目は、CM2（6年生）の終わりにすべての生徒が
フランス語で受ける CFEE（初等教育修了資格）の結果である。2つ目は、「初
級の読解の評価（EGRA : Early Grade Reading Assessment）」と「初級の算数
の評価（EGMA : Early Grade Math Assessment）」である。これは口頭で行われ、
基本的なスキルを検査するものである 30）。3つ目は、国語とフランス語によ
る作文の評価である。
まず 2018年の CFEEにおいて、バイリンガル教育を受けた生徒の成績は、
すべてフランス語による教育を受けた生徒の成績よりも大幅に上回ってい
た。合格率を比較すると、すべてフランス語による教育を受けた生徒の合格
率が 43.38％であるのに対し、バイリンガル教育を受けた生徒の合格率は
64.57％であった。
続いて、EGRA（読解）と EGMA（算数）でもバイリンガル教育を受けた

生徒の成績がより優れていた。2017年の EGRA（読解）の結果では、フラ
ンス語のみの教育を受けた生徒の平均点が 50.30点なのに対し、バイリンガ
ル教育を受けた生徒の平均点は 69.90点であった。
そして作文による評価に関して、国語の作文では、フランス語のみの教育
を受けた生徒の平均点が 6.39点であったのに対し、バイリンガル教育を受
けた生徒の平均点は 8.5点であった。バイリンガル教育を受けた生徒はフラ
ンス語のみの教育を受けた生徒よりも国語での作文の能力が高いことが分か
る。しかし、フランス語のみの教育を受けた生徒は、国語の読み書きを正式
には学んでいないことを考慮する必要がある。フランス語の作文では、フラ
ンス語のみの教育を受けた生徒の平均点が 6.44点であったのに対し、バイ
リンガル教育を受けた生徒の平均点は 8.23点であった。バイリンガル教育
を受けた生徒はフランス語の学習時間は少ないにもかかわらず、フランス語
での作文の能力が高いことから、バイリンガル教育はフランス語の学習にお
いても効果的であることが分かる 31）。

3．3．バイリンガル教育の現状と課題
セネガル政府は、これまで実施されたすべてのプログラムを調和させたバ
イリンガル教育のモデルを開発した。これは「セネガルにおけるバイリンガ
ル教育の調和モデル（MOHEBS : modèle harmonisé d’enseignement bilingue au 
Sénégal）」と呼ばれ、このモデルに関する政策文書が 2020年に採択された。
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このモデルは、第一言語をより定着させることで学習や成績の向上を可能
にするという考え方に基づいている。したがって国語はフランス語と同じよ
うに、初等教育の 6年間を通して学習の対象であり、教育の言語として使用
される 32）。MOHEBSでは、最初の 2年間は授業時間の 80％を国語の学習に
充て、フランス語には 20％のみを充てることが推奨されている 33）。そして
最終的には国語よりもフランス語の学習時間の方が長くなる 34）。また
MOHEBSでは国語とフランス語の使用状況は科目によって異なる。CI（1
年生）では全科目を国語で学び、算数以外のすべての科目において学年が上
がっても国語の使用が維持され、初等教育の 6年間を通して国語は教育の言
語として用いられる 35）。
最後にセネガルのバイリンガル教育における課題について考察する。今後
の課題として、「バイリンガル教育の中等教育への拡大」と「対象となる国
語の拡大」という二つが考えられる。これまで様々なバイリンガルプログラ
ムが行われてきたが、ほとんどが初等教育を対象としたものであった。中等
教育にもバイリンガル教育が導入されれば、初等教育で国語とフランス語に
よる教育を受けた生徒が、進学しても効果的に学習を継続できるのではない
だろうか。「対象となる国語の拡大」については、これまで実施されたプロ
グラムは主に最初に国語として認定された 6国語が対象であり、20以上あ
る国語の中でこれらの 6国語は広く使われている言語である。現在、国民教
育省は「2028年までにすべての言語でバイリンガル教育を提供できるよう
に取り組んでいる」36）ようである。それには教材の開発や教師の養成など多
くの課題が予想されるが、実現すればほぼすべての子どもたちが自らの母語
でフランス語とのバイリンガル教育を受けられるようになると考えられる。

結論
セネガルでは、公用語であるフランス語、事実上の共通語であるウォロフ
語、その他多数の国語、そしてイスラム教の言語であるアラビア語が使用さ
れており、言語によって使用状況は異なっている。フランス語は教育におい
て用いられ、学習の対象であると同時に教育の言語でもある。教育への国語
の導入は長年にわたってセネガルの重要な課題となっている。現在、セネガ
ルのバイリンガル教育は重要な局面を迎えている。長年にわたるバイリンガ
ルプログラムの成果に基づいて、2020年に「セネガルにおけるバイリンガ
ル教育の調和モデル（MOHEBS）」が採択された。政府は初等教育において
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このモデルによるバイリンガル教育を普及させようと取り組んでおり、2023
年度以降に全国の小学校でのバイリンガル教育の導入が予定されている。セ
ネガルのバイリンガル教育の今後の展開に注目したい。
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